
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

 「農村ワーキングホリデー」は、農業や農村に関心をもつ都市住民が、繁忙期の農作業を
無償で手伝う代わりに農家から寝食の提供を受けるというもので、参加者と農家との深い
交流を特徴とする“日本型グリーン・ツーリズム”のなかでも、最も「鏡効果（他者との交流
を通じてみた日常生活に潜む価値への気づき等）」の高い取り組みである。学生を参加者と
する域学連携型の農村ワーキングホリデーは、次世代の若者たちが、農業・農村が直面する
地域課題を当事者意識をもって理解する機会を提供するとともに、多世代間の交流による
「鏡効果」により地域のコミュニティが活性化するなどの変化が期待されている。 
 

２．活動の内容 

 今年度、岩手プログラムについては現地での活動実施やセミナー開催等の通常行事は見
送ったが、①オンラインを活用した事前学習会（8/20-21：受入農家による稲作、野菜作、
6 次産業化、農協に関するオンライン講義を受講して意見交換）、②過年度卒業生を含むオ
ンライン同窓会等（12/17）の行事を準備して実施した。 

また、和歌山プログラム（田辺市）については、現地でのみかんの収穫作業時期に合わせ
て、宿泊施設から各農園に通い作業に赴く形での「泊業分離型」のワーキングホリデーを学
部の LIP 活動ガイドラインに準拠した形で実施した（2 泊 3 日）。 
 

３．活動を通じて 

 今年度は、コロナ禍のもとでの実施により通常の対面による活動ができなかった（または、
「泊業分離」のため農家との交流が極めて限定された）ことから、通常期待される交流によ
る「鏡効果」の検証作業を行うことは難しかったものの、オンラインを通じたやり取り（レ
コーディングデータによる情報の共有化）を通じて、次年度の参加意欲を喚起するに相応し
い取組にはなったかと考えられる。オンラインでの活動は、事前・事後学習の機会としては
有効であり、対面活動復活後のハイブリッド型の取り組みにも活かせる成果を得たと考え
ている。 

【地域の基礎データ】 

人 口： 
130,211 人（胆江地方／令和２年 12 月末現在） 

71,947 人（田辺市／令和２年 12 月末現在） 

高齢化率： 
31.9％（胆江地方／平成 27 年 1 月 1 日現在） 

32.7％（田辺市／令和２年 1 月 1 日現在） 

産 業： 
農業（稲作、畜産） など（胆江地方） 

農業、漁業、林業 など（田辺市） 

【活動の基本情報】 

参加学生数：31 名（１回生：７名、２回生：15 名、３回生：

５名、４回生：４名） 

活 動 期 間：平成 26 年 6 月～ 

担 当 教 員：藤田武弘 



 

４．成果物（ポスター） 

 

 


